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貴装の店わたなべ
焼津店

Photo Studio
わたなべ

駐車場15台完備

すべてのプランのお問合せはこちらまで

054-627-7786

焼津市栄町5-10-21

貴装の店 わたなべ
住所

054-627-7786TEL
AM10:00～PM7:00営業時間
火、第1・第3水曜日定休日

詳しくはWEBへ

10：00～17：00より、ご希望の時間を下記①お電話か
②HPよりご予約の上、ご来店下さい。

お衣装のお下見については
完全予約制です｡

レンタルプラン

ご入学式・ご結婚式・七五三・お宮参りに
～家族の思い出を着物姿で彩りませんか？～

お早めのご予約がおすすめです

三歳用祝着セット
お仕立上り被布・着物・草履・巾着

6,600円～
五歳用男児祝着セット
お仕立上り羽織・着物・長襦袢・袴セット

22,000円～
七歳用祝着セット

お仕立上り着物・長襦袢・祝帯・ハコセコセット

22,000円～

留袖・色留袖
お仕立上り着物・長襦袢・袋帯・
帯〆・帯揚・草履・バッグセット一式

30,800円～

訪問着
お仕立上り着物・長襦袢・袋帯・重ね衿
帯〆・帯揚・草履・バッグセット一式

30,800円～

振　袖
お仕立上り着物・長襦袢・袋帯・重ね衿
帯〆・帯揚・草履・バッグセット一式

33,000円～
お宮参り・男女祝着

5,500円
お祝い当日の着付け承ります。（営業時間限り、催事期間中除きます） ※写真はイメージです。
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キ
ャ
ン
プ
人
気
が
続
く
中
、

藤
枝
市
瀬
戸
谷
に
、
新
た
な

キ
ャ
ン
プ
場
「
び
く
石
山
静

か
な
夜
の
キ
ャ
ン
プ
場
」
が

３
月
27
日
に
誕
生
し
ま
す
。

そ
こ
知
り

志
太物

語
　

星
空
を
眺
め
な
が
ら
、
ゆ

っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご

せ
る
こ
の
キ
ャ
ン
プ
場
は
、

静
か
な
夜
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

空
間
を
求
め
る
キ
ャ
ン
パ
ー

に
お
す
す
め
で
す
。
最
大
５

名
ま
で
宿
泊
で
き
る
コ
テ
ー

ジ
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
デ
ッ

キ
付
き
。
周
囲
を
気
に
せ
ず

ゆ
っ
た
り
と
過
ご
せ
る
空
間

を
満
喫
で
き
ま
す
。
デ
ッ
キ

か
ら
は
、
満
点
の
星
空
を
眺

め
た
り
、
朝
の
清
々
し
い
空

気
を
感
じ
た
り
と
、
自
然
を

独
り
占
め
で
き
ま
す
。
コ
テ

ー
ジ
は
全
室
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

付
き
で
、
非
日
常
的
な
ア
ウ

ト
ド
ア
体
験
が
楽
し
め
ま
す
。

エ
ア
コ
ン
、
ト
イ
レ
、
シ
ャ

ワ
ー
も
完
備
し
て
い
る
の
で
、

快
適
に
過
ご
せ
る
環
境
が
整

っ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
場
内

に
は
、
清
潔
な
ト
イ
レ
や
安
全

な
管
理
棟
を
完
備
。
快
適
な

キ
ャ
ン
プ
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

管
理
棟
で
は
、
受
付
だ
け
で
な

く
、
薪
な
ど
の
燃
料
や
キ
ャ
ン

プ
に
必
要
な
物
も
販
売
し
ま
す

の
で
、
手
軽
に
キ
ャ
ン
プ
を
楽

し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

周
辺
に
は
、
陶
芸
体
験
が

で
き
る
「
陶
芸
セ
ン
タ
ー
」

や
、
日
帰
り
温
泉
施
設
「
ゆ

ら
く
」
も
あ
り
、
キ
ャ
ン
プ

と
合
わ
せ
て
体
験
、
滞
在
型

観
光
を
楽
し
め
ま
す
。

地
域
活
性
化
に
貢
献

　
「
び
く
石
山
静
か
な
夜
の
キ
ャ

ン
プ
場
」
は
、
東
海
ガ
ス
株

式
会
社
が
運
営
す
る
キ
ャ
ン

プ
場
で
す
。
キ
ャ
ン
プ
人
気

を
地
域
の
活
性
化
に
繋
げ
よ

う
と
、
藤
枝
市
の
瀬
戸
谷
エ

リ
ア
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

志
太探

訪

新
名
物

山
口
忠
五
郎
の
養
子
と
な
る

　

山
口
森
三
は
、
明
治
四
十
年

八
月
志
太
郡
（
焼
津
市
）
大
富

村
中
新
田
の
大
畑
貞
吉
の
三
男

と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

大
正
九
年
大
富
小
学
校
尋
常

科
を
卒
業
後
、
静
岡
中
学
校
に

入
学
。
五
年
生
の
時
に
は
、
庭

球
部
の
主
将
を
務
め
ま
し
た
。

　

大
正
十
四
年
静
岡
高
等
学
校
、

昭
和
三
年
東
京
帝
国
大
学
に
入

学
。
四
年
の
時
、
高
熱
で
し
ば

ら
く
休
養
し
、
卒
業
後
は
郷
里

で
静
養
し
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
七
年
地
元
の
代
議
士
山

口
忠
五
郎
の
養
子
と
な
り
、
山
口

悦
子
と
結
婚
。
同
年
陸
軍
経
理

部
幹
部
候
補
生
と
し
て
、
名
古

屋
歩
兵
第
六
連
隊
に
入
隊
。
年

末
に
除
隊
。
翌
八
年
森
三
の
仲

人
だ
っ
た
増
田
次
郎
が
社
長
を

務
め
る
大
同
電
力
に
入
社
。
そ

の
後
、
日
本
発
送
電
で
は
増
田

総
裁
の
秘
書
も
勤
め
ま
し
た
。

　

昭
和
十
六
年
召
集
さ
れ
、
昭

和
二
十
年
十
二
月
、
召
集
解
除

時
は
陸
軍
主
計
大
尉
で
し
た
。

西
益
津
村
長
か
ら
藤
枝
市
長
へ

　

昭
和
二
十
二
年
焼
津
の
昭
和

水
産
工
業
の
専
務
取
締
役
と
な

る
一
方
で
、
二
十
六
年
、
西
益
津

村
長
に
就
任
。
昭
和
二
十
九
年

藤
枝
町
長
を
経
て
、
初
代
藤
枝

市
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

合
併
は
ま
ず
西
益
津
村
と
藤

枝
町
が
、
そ
の
後
、
青
島
、
葉

梨
、
高
洲
、
大
洲
、
稲
葉
、
瀬

戸
谷
が
合
併
す
る
形
で
進
み
ま

西
益
津
村
長
か
ら
市
長
へ

六
期
二
十
二
年
で
市
の
基
盤
整
備

し
た
。
一
番
も
め
た
の
が
、
市
の

名
前
と
庁
舎
の
場
所
。
最
後
は
、

斉
藤
知
事
が
調
停
に
乗
り
出

し
、
三
月
四
日
に
青
島
町
議
会

が
評
決
し
決
着
。
そ
れ
か
ら
膨

大
な
合
併
書
類
を
作
成
し
、
三

月
三
十
一
日
、
期
限
ギ
リ
ギ
リ

の
藤
枝
市
誕
生
で
し
た
。

　

第
一
回
の
市
長
選
挙
は
、

二
百
六
十
八
票
差
で
森
三
が
勝

初
代
藤
枝
市
長
・  

山
口 

森し

ん

三ぞ

う

利
。
僅
差
の
た
め
翌
日
全
て
の

投
票
用
紙
を
調
べ
直
す
と
い
う

激
戦
で
し
た
。
初
議
会
は
、
藤

枝
小
学
校
の
講
堂
を
借
り
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
頭
を
痛
め
た
助

役
と
収
入
役
の
人
事
は
、
再
人

事
案
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま

と
ま
ら
な
い
議
会
に
心
身
と
も

に
疲
れ
辞
表
を
出
し
て
入
院
す

る
一
幕
も
あ
り
ま
し
た
。

藤
枝
市
の
基
盤
づ
く
り
に
邁
進

　

そ
の
後
は
、
市
庁
舎
や
市

民
会
館
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
市

民
グ
ラ
ン
ド
、
志
太
病
院
、
焼

却
場
の
建
設
。
大
工
場
の
誘
致
、

木
工
団
地
、
金
属
工
業
団
地
の

建
設
な
ど
多
く
の
事
業
を
推
進
。

昭
和
三
十
二
年
静
岡
国
体
の
サ

ッ
カ
ー
会
場
と
な
り
、
天
皇･

皇
后
両
陛
下
が
来
藤
し
、
森
三

は
先
導
役
を
勤
め
ま
し
た
。

　

公
職
は
、
静
岡
県
サ
ッ
カ
ー

協
会
会
長
や
静
岡
県
茶
手
揉
保

存
会
会
長
な
ど
を
歴
任
。
昭
和

五
十
二
年
、
藤
枝
市
名
誉
市
民

第
一
号
と
な
り
、
翌
年
、
勲
四
等

旭
日
小
綬
章
を
受
章
。
平
成
七

年
に
は
、
自
叙
伝
「
回
想
あ
れ

こ
れ
」
を
出
版
し
ま
し
た
。
平

成
十
四
年
二
月
二
十
三
日
逝
去
。

九
十
四
歳
で
し
た
。
慈
徳
院
森

翁
興
隆
居
士
。（
小
嶋
良
之
）

■施設概要
　名　称：びく石山静かな夜のキャンプ場
　所在地：静岡県藤枝市瀬戸ノ谷5610番地
　オープン予定日：2024年3月27日

■ご予約、お問い合わせ
　東海ガス株式会社   新規事業推進部 営業推進課
　ＴＥＬ：054‒647‒7151
　サイト：https://www.bikuishi.jp/

星
空
と
静
寂
に
包
ま
れ
る
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
が
魅
力
！

藤
枝
市
瀬
戸
谷
に
新
キ
ャ
ン
プ
場

サイトは、
こちらから

▲山口家の墓▲コテージの様子 / リョカンジャパン

▲コテージの様子 / ワイルドビリー

▲自叙伝「回想あれこれ」

▲市役所の胸像

▲昭和天皇･皇后両陛下を先導

◀
初
め
て
の
市
長
選
挙

「
び
く
石
山
静

「
び
く
石
山
静
か
な
か
な
夜夜
のの
キ
ャ
ン
プ
場

キ
ャ
ン
プ
場
」誕
生
」誕
生
！！



藤枝市
70年史❶
（前期35年史・1954〜1989）

【昭和37年10月】
木造からコンクリート造り
の駅舎となり、隣には貨
物の拠点も並び、乗降客
などでいつも賑わいを見
せていました。

国鉄藤枝駅舎新築
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【昭和29年３月】
将 来 への 発展を目指し、
２町４村（藤枝町・青島町・
葉梨村・高洲村・大洲村・
稲葉村）が合併し、藤枝
市制を施行しました。

藤枝市誕生

【昭和29年６月】
市政に市民の意見を反映
させるため、市民の代表
として選挙で選ばれた36
人の議員により、初の市
議会が開催されました。

初市議会開催

【昭和29年４月】
藤枝市初の市長選挙が行
われ、わずか268票の少差
で初代市長に山口森三さ
んが当選し、現在の藤枝
市発展の礎を築きました。

初代山口森三市長就任

【昭和35年７月】
火災などの災害から市民
の生活を守るため、消防
車２台と職員19名を配置
し、各地区消防団の再編
成に取り組みました。

市消防署業務開始

藤枝市が誕生したのは、昭和２９年3月31日。今年で、
７０周年を迎え、様々な記念イベントが企画されています。
「むるぶ」では、藤枝市の７０年の歩みを３５年ずつ前編
と後編に分けて、むるぶ独自の視点で、まずは平成元年
までの歩みをご紹介します。サッカー史は２月号で紹介し
たため、除いてあります。(写真提供：藤枝市・藤枝商工会議所 )

昭和29年 3月 藤枝市誕生❶
昭和29年 4月 初代山口森三市長就任❷
昭和29年 6月 初市議会開催❸
昭和29年 8月 市の紋章を藤の花弁に制定
昭和31年 7月 藤枝音頭発表会
昭和32年 10月 静岡国体サッカー競技開催
昭和34年 5月 市立志太総合病院本館竣工
昭和35年 7月 市消防署業務開始❹
昭和37年 10月 国鉄藤枝駅舎新築❺
昭和39年 4月 市農協誕生❻
昭和41年 11月 藤枝商工会議所設立❼
昭和42年 11月 市民グラウンドオープン
昭和43年 4月 市立中部学校給食センター設置
昭和44年 7月 市民会館開館❽
昭和45年 7月 軽便鉄道静鉄駿遠線全線廃止 
昭和45年 12月 藤枝名店街アーケード完成❾
昭和47年 3月 藤枝税務署新庁舎落成
昭和48年 8月 市庁舎が岡出山に移転・新築�
昭和48年 11月 市民体育館完成
昭和48年 11月 市の木 「マツ」・花「フジ」・鳥「ウグイス」制定
昭和50年 7月 藤枝駅南口が完成�
昭和51年 6月  二代飯塚正二市長就任�
昭和52年 2月 文化センター完成�
昭和53年 2月 加藤まさを月の沙漠詩碑建立
昭和53年 9月 県内で8番目の人口10万人都市に
昭和54年 1月 市立志太総合病院本館竣工
昭和54年 3月 市民憲章・市歌を制定
昭和54年 5月 市図書館完成
昭和55年 10月 志太郡衙跡が国指定史跡に�
昭和56年 4月 藤枝バイパス開通�
昭和58年 11月 高柳清掃工場火入れ式�
昭和60年 3月 自転車・歩行者専用橋ふれあい大橋完成
昭和60年 4月 びく石牧場オープン
昭和62年 3月 市保健センター完成�
昭和62年 11月 市郷土博物館開館�
昭和63年 4月 静岡学園短期大学(現静岡産業大学) 開校�
昭和63年 7月 大久保グラススキー場オープン
平成元年 7月 陶芸センターオープン

昭和29年〜平成元年
（1954年） （1989年）

【昭和56年４月】
藤枝バイパスは国道1号の
渋滞緩和を目的に建設さ
れ、現在は更なる広域ア
クセス向上へ、４車線化
の工事が進行中です。

藤枝バイパス開通
【昭和39年４月】

高度経済成長の情勢の変
化と将来を見つめ、市内
に10あった農業協同組合
を合併し、藤枝市農業協
同組合を発足させました。

市農協誕生

【昭和44年７月】
市民の文化ニーズの高ま
りに応えて、800人収容可
能なホールや会議室など、
市民の文化・芸術活動の
拠点がオープンしました。

市民会館開館
【昭和51年６月】

県公営企業管理者などの
要職を歴任し、山口市政
の助役を務め、市政の発
展に尽力した飯塚氏が二
代目市長に就任しました。

二代目飯塚正二市長就任
【昭和62年３月】

健康診査や妊娠期から出
産子育ての切れ目ない支
援など、市民の健康を総
合的に支援する保健セン
ターがオープンしました。

市保健センター完成

【昭和58年11月】
二市二町（発足時）で構
成する志太広域事務組合
が共同で運営する近代的
なごみ処理焼却施設とし
て稼働しました。

高柳清掃工場火入れ式
【昭和41年11月】

市内商工業の総合的な改
善発達を目的に地域総合
経済団体として設立され、
地域に寄り添い地域経済
の活力を発展させました。

藤枝商工会議所設立

【昭和45年12月】
旧東海道沿いの白子地区
の藤枝名店街にアーケー
ドが設置され、より多くの
方で賑わう商店街へと発
展しました。

藤枝名店街アーケード完成
【昭和52年２月】

行政機能を備え、市民の
活 動 や文化・芸 術 活 動、
市民交流の拠点として駅
前に誕生しました。

文化センター完成
【昭和62年11月】

市内の考古資料や、郷土
作家の書画等の展示をは
じめ、市の歴史や文化を
学ぶ郷土博物館が蓮華寺
池公園内に開館しました。

市郷土博物館開館

【昭和48年８月】
社会経済の発展とともに
多様化する地域課題と市
民ニーズに対応する新た
な市の拠点として、新庁舎
が岡出山に完成しました。

市庁舎が岡出山に移転・新築
【昭和55年10月】

奈良・平安時代の駿河国志
太の役所である志太郡衙
の跡地から、史跡を証明す
る歴史資源の出土により国
の指定史跡となりました。

志太郡衙跡が国指定史跡に
【昭和63年４月】

豊かな教養と高潔な倫理
観等を育み、社会の第一
線で活躍する人材を多く輩
出する静岡学園短期大学
が駿河台に開校しました。

静岡学園短期大学(現静岡産業大学)開校
【昭和50年７月】

人口が増加する駅南地区
の利便性向上へ駅南口を
設けた橋上駅舎が完成し、
線路で分断されていた南
北通行が可能になりました。

藤枝駅南口が完成

①⑥⑮

②⑦⑯

③⑧⑰ ⑫

④⑨⑱ ⑬

⑤⑩⑪⑲ ⑭



月刊むるぶ編集部
054-635-4651

共立アイコム	 054-635-4651
薮崎新聞店	 054-629-2002 
長倉新聞店	 054-629-1220
塩川新聞舗	 054-629-2055
土井新聞店	 054-622-0632
大井川新聞販売	 054-662-2211

江﨑新聞店	 054-641-0537 
薮崎新聞店・育伸社	 054-641-0053
いけたに新聞店	 054-643-1000
太田新聞店	 054-667-0117

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，あなたの記憶に残る藤枝の歴史は？（前編）
６，ご希望のプレゼント券（上記のどれか）

◆ご応募について
１，ハガキ、ＦＡＸ、メールでお願いします。
２，あなたのお名前、郵便番号、ご住所、電話番号、
年代、職業を忘れずにご記入下さい。

３，当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代
えさせて頂きますのでご了承下さい。

４，アンケートにもお答え下さい。
■先月の答えは田遊でした。
◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1丁目17-23 ㈱共立アイコム内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３４－２４６８
メール murubu@kpnet.co.jp

◆締め切り　4月5日㊎
　　　　　   （当日消印有効）ＦＡＸ・メール必着

初代藤枝市長の名前は？

　山口〇〇（漢字2文字）

◆今月の記事からクイズ

　官製はがき（FAX・メール可）に答えをお書き頂
き、アンケートにもお答え下さい。正解者の中から
抽選で、「藤枝シネ・プレーゴの映画招待券（3D不
可）10名」、「焼津笑福の湯ご招待券20名」「図書
カード（500円分）10名」をプレゼントします。

*プレゼントの応募を通じてお客様からご提供いただきました個人情
報は、本プレゼントの運営及びむるぶからのお知らせ等の目的以外
で使用することはありません。

映画・入浴券

図書カード

おハガキで応募の方、お名前などを忘れずに！

広告のご相談お申し込み
054-641-2140
藤枝オリコミピーアール

054-635-4651
共立アイコム 〒 426-0041　藤枝市高柳 1 丁目 17-23（共立アイコム内）

編集長後記

むるぶ公式 HP・むるぶ Facebook

特集でもご紹介した通り、 藤枝市は今年で市制施行 ７０
周年を迎えました。 藤枝生まれ藤枝育ちの私にとって一
番印象深い出来事は、中学一年生の時に藤枝駅南口がで
きたことです。 それまで藤枝駅前に行くのには、 踏切を
通過するしかありませんでした。 初めて南北自由通路を
渡った時のワクワク感を今でも覚えています。(石間健司)
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33月号月号 読者の声読者の声よりより
● 

毎
月
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
志
太
の
特
集
等
、
地
域
密

着
型
の
新
聞
と
い
う
感
じ
で
、
い
い
と
思
い
ま
す
。

● 

志
太
そ
こ
知
り
物
語
は
、
毎
回
面
白
い
で
す
。
私
た
ち
が
当

た
り
前
に
生
き
て
い
る
こ
の
志
太
地
区
も
昔
か
ら
大
勢
の
方

の
熱
い
思
い
と
大
変
な
努
力
で
作
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
よ
く
分

か
り
ま
す
。
今
の
私
た
ち
も
未
来
に
よ
い
も
の
を
残
し
て
い
き

た
い
と
感
じ
ま
す
。

● 

バ
ト
ン
リ
レ
ー
志
太
の
中
西
さ
ん
の
活
動
で
、
花
育
、
花
育

士
と
い
う
も
の
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
活
躍
を
願
っ
て
い
ま

す
。

● 

い
つ
も
楽
し
く
拝
見
し
て
お
り
ま
す
。
12
の
活
は
、
今
の
生

活
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。自
分
も
そ
う
で
す
が
、

家
族
み
ん
な
で
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

● 

人
生
１
０
０
年
12
の
活
は
知
っ
て
る
活
、
既
に
や
っ
て
る
活

そ
し
て
知
ら
な
か
っ
た
活
も
あ
っ
た
の
で
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

● 

季
節
の
グ
ル
メ
や
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
の
充
実
、
期
待
し
て
ま
す
。

● 

身
近
な
地
域
で
輝
い
て
い
る
、
頑
張
っ
て
い
る
人
の
存
在
を
知

る
こ
と
が
で
き
て
、
励
ま
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
ま

す
。

● 

お
出
か
け
し
て
、
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
る
の
が
、
大
好
き
な

の
で
む
る
ぶ
を
見
な
が
ら
、
素
敵
な
お
店
に
行
っ
て
楽
し
ん
だ

り
、
食
べた
り
し
て
い
ま
す
。

● 

地
元
の
事
件
簿
が
参
考
に
な
り
ま
す
。

● 

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
届
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。（
特
に
、
食
、
健
康
に
関
す
る
事
）

● 

カ
レ
ン
ダ
ー
も
あ
り
、
情
報
が
多
く
、
次
の
発
行
日
を
楽
し

み
に
待
っ
て
ま
す
。

★ 

む
る
ぶ
の
読
者
の
声
の
ご
意
見
・
ご
感
想
は
む
る
ぶ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
感
想



4月の休日緊急医

小児科
・

5

7日（日）

〈小〉すずき小児科医院
（青葉町五）
�636･3360

〈内〉ひろせクリニック
（駅前二）
�641･0689

よしだ整形形成外科医院
（小石川町四）
�645･9200

〈内〉聖稜リハビリテー
ション病院（宮原）
�639･0112

14日（日）

〈内・小〉たきいクリニック
（焼津市相川）
�622･8525

〈内〉やまもと内視鏡
クリニック（志太一）

�641･2625

やまもと内視鏡
クリニック（志太一）

�641･2625

〈内・小〉すげがやファミリー
クリニック（堀之内）
�641･2903

21日（日）

〈内〉錦野クリニック
（青葉町二）
�636･5000

〈内〉瀬古クリニック
（瀬古三）
�639･7373

錦野クリニック
（青葉町二）
�636･5000

〈内・小〉三輪医院
（岡部町内谷）
�667･3000

28日（日）

〈内〉あべ循環器内科
クリニック（末広一）

�635･1111
〈内〉高橋医院
（下青島）
�647･0370

匡ペインクリニック
（駅前一）
�646･7261

〈内・小〉川口内科
（八幡）

�644･3366

29日（祝）

〈内・小〉横山消化器内科
（焼津市下小杉）

�622･0045
〈内〉田沼脳神経
クリニック（田沼二）

�634･2274

田沼脳神経クリニック
（田沼二）

�634･2274

〈内〉ゆみ内科
クリニック（茶町三）

�641･7700

7日（日）

藤枝あおば耳鼻咽喉科
（末広一）

�634･1331
〈婦・産〉あかほり女性
クリニック（前島一）

�625･8668

なかがわ眼科クリニック
（高洲）

�631･5571

井口歯科
（駅前三）
�645･4182

14日（日）

たなか耳鼻科
（焼津市小柳津）

�621･5888

スマート・デンタル・
オフィス（音羽町二）

�644･0264

21日（日）

藤枝診療所
（高洲）

�635･8749

いのくま歯科・
矯正歯科（青木二）

�646･5618

28日（日）

〈皮〉奥皮フ科医院
（駅前三）
�646･0934

ホワイト歯科クリニック
（築地）

�644･8148

29日（祝）

ふじえだ耳鼻科
（上藪田）

�648･1000

NPデンタルクリニック
（田沼一）

�631･5666


